
日時： 
場所： 

2011年11月17日, 16:20~17:20 
明治大学生田キャンパス, 第二校舎A館, A305教室 

手老 篤史 （九州大学）  

Access: 10 minutes on foot from Ikuta Sta. Odakyu line, 
Or 10 minutes by bus No. 13「明治大学正門前」, get off at the last stop. 
See http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/ for details. 

Meiji institute for Advanced Study of Mathematical Science (http://www.mims.meiji.ac.jp) 
(Organizers: M. Mimura, D. Ueyama, Y. Wakano, K. Ikeda and S.Kinoshita) 

Everyone is welcome to attend “現象数理学セミナー”.  

“現象数理学セミナー ” is partly supported by Meiji University Global COE program 
“Formation and Development of Mathematical Sciences Based on Modeling and Analysis”  
(http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/). 

概要：真正粘菌変形体という単細胞生物は外部からの周期的刺激に対して
予測や記憶・想起をします。これは外部から周期刺激を与えると生物内部
の減衰振動子が共振した結果、単細胞生物であっても予測や記憶・想起と
いった知的活動を行う事ができるというものです。一方で生物は歩行など
の周期的な動作をします。これらは生物の内部状態に様々な影響を及ぼし、
周期的な刺激となります。その結果、生体内の減衰振動が共振し、生物の
行動制御に影響を与えます。本発表では減衰振動子群という観点から粘菌
の記憶現象・ホヤ精子の走化性・ゾウリムシの容器形状記憶実験・四足歩
行動物の歩容遷移・脳の情報処理について解析することにより、生物が知
性を獲得した流れの１つについて考えます。 

減衰振動子から創発される知的制御 
　～粘菌・ホヤの精子・ゾウリムシ・ 
　　　四脚動物の歩容・人間の脳について～ 
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